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はじめに
現在､政･官･民を問わず多くの世界にお
いて情報が物事の行方を左右する大きな要因
となっていることは言うまでもない事実であ
ろう｡スポーツの世界においても日本が国際
総合競技大会で勝つためには､情報の収集･
分析･提供を行っていくことが重要である｡
第29回オリンピック競技大会(2008/北京)
において､ 43個の世界新記録が生まれ､メダ
ルを獲得した国や地域は､前回アテネ大会の
74から87に拡大した｡これらの数字は､競技
レベルの向上と本格的強化に取り組む国や地
域が拡大し､世界のレベルが高い位置で括抗
してきていることを示している｡その中でメ
ダル獲得争いの上位につけるためには､世界
の情報を収集･分析し容易周到な準備を行っ
た上で大会に臨む必要がある｡
日本の国際総合競技大会における情報戦略
活動は､第19回オリンピック冬季競技大会
(2002/ソルトレーク)より開始され今大会で
6回目を迎えた｡今回の活動は､これまでの
経験を踏まえ､第15回アジア競技大会(2006/
ドーハ)において実施された村内､村外､東
京の三拠点が連携して情報戦略活動を行う体
制で臨んだ｡
これまで､スポーツにおける情報戟略に関
して､その定義付けおよび政策形成能力につ
いて論じてきた｡そこで本稿では､国際的な
総合競技大会であるオリンピック競技大会に
おいて､どのように情報戟略活動が展開され
てきたのかについて報告を行うと共に､大会
期間中の情報戟略活動を整理することを目的
とする｡
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推進するために年3回のテクニカルフォーラム
を開催し､諸外国および北京オリンピックに
関する情報の共有を行った｡
2 - 2大会中の情報戦略活動
日本の国際総合競技大会における情報戦略
活動は6回目を迎え､これまでの経験を踏まえ
て村内､村外､東京の三拠点が連携する体制
で臨んだ｡今回の北京オリンピックにおいて
は､情報戦略部会より選手村の中に日本代表
選手団本部本部員(村内情報戦略スタッフ)
として2名が派遣され､村外拠点として設置さ
れたジャパンハウス内に2名(村外情報戦略ス
タッフ)が派遣され合計4名のチームで情報戦
略活動を行った｡
大会期間中､日本代表選手団､村外拠点(ジャ
パンハウス)､そして､東京Jプロジェクト注3の
情報戟略スタッフが連携し､日本選手の取り
組みや他国の動向､オリンピック競技大会そ
のものの変化や潮流などに関する情事馴文集を
行い､日本代表選手団に必要な情報の分析･
提供を行った｡
三拠点体制での情報戦略活動
選手村内: 2名
選手村外(ジャパンハウス) : 2名
東京Jプロジェクト(以下､東京J) : 15名
(マルチ･サポート事業注4スタッフ19名とも
連携した｡)
2- 3大会後の情報戦略活動
情報戦略チームの大きな役割の一つとして､
次回以降のオリンピック競技大会に向けた準
備のための情報収集と分析および提案がある｡
帰国後に行われた北京対策プロジェクト総括
会議において､情報戦略部会より以下の2つの
情報提供を行った｡
1)メダル獲得状況からみた各国強化事情
と日本の強化の可能性
2)大会時における各国の取組みと選手団
機能
3.村内での情報戦略活動
村内における情報戦略活動は多種多様にあ
る｡ここでは､以下の6つにまとめて報告する｡
(1)日本選手団本部(役員) -の情報提供
村内外､東京Jで収集･分析された情報
を基にして日本代表選手団の実力を的確
に把握し役員にニュースレターやその他
の方法で報告し､各種の意思決定に関与
した｡
(2) 2010年､ 2012年､ 2014年､ 2016年のオリ
ンピックに向けた情報の収集
バンクーバーオリンピック､ロンドン
オリンピック､ 2016年開催のオリンピッ
クに有益な情報を村内の各国選手団本部
や各国競技団体から収集を行った｡
(3)各競技団体･選手への情報提供
村内外･東京Jで収集し分析を加えた情
報をニュースレターとして配布した｡
(4)メディカルスタッフとの連携
メディカルスタッフと連携し､選手､
競技団体スタッフからの要望を収集した｡
さらに､メディカルスタッフからも次回
以降の大会に向けて情事剛文集を行った｡
(5)ネットワーク環境の整備と提供
各競技団体スタッフ､選手を対象とし
てネットワーク環境を整備し､提供した｡
(6)ビデオ録画サービス
対戦相手の分析､自身のパフォーマン
スのチェック､今後の強化に生かすため
の資料としての映像を現地テレビ放映他
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状態で届ける必要がある｡今回の北京オリン
ピックにおける情報戟略活動は､第15回アジ
ア競技大会(2006/ドーハ)に引き続き､村内､
村外､そして東京の三拠点の連携による体制
で臨んだ｡ JOC情報戟略チームの活動評価に
ついては､オリンピック終了後の9月10日に共
同通信が以下の記事を配信した｡
『北京五輪は"及第点" JOC分析で｢グソド｣
共同通信によれば-北京五輪で日本選手団
が獲得した金9個､総数25個のメダル数は､
大会前に日本オリンピック委員会(JOC)
が予測した最高の場合の7割に当たる｢グッ
ド｣の筋書きをわずかに上回り"及第点"だっ
たことが10日､分かった｡情報戦略チームの
分析は､日本が最高の結果を出した｢ベスト｣
の場合は金11､銀と銅25で計36個､最低の結
果の場合は金2､銀と銅13で計15個だった｡
ベストの7割とした｢グッド｣は金8個､合
計25個で､実際は金を1つ上回った｡ ｢金メダ
ル2けた､メダル総数30個以上｣という目標
を達成できなかったが､選手団長を務めた福
田富昭選手強化本部長は9日に｢選手はよく
頑張った｡ (メダル数は)極端にいい方にも悪
い方にも振れなかった｣と話した｡情報戟略
チームは2005年以降の世界選手権や世界ラン
キングなどを基に各競技ごとに日本の戦力を
分析し､予測に際しては最高から最低まで幅
を設けた2)｡
この様に日本選手団団長のコメントからも今
回の情報戦略チームの活動は､一定の成果を
得たと言えよう｡
村内の情報戦略活動には､大きく二つの目
的があった｡一つは選手､競技団体スタッフ､
役員､その他スタッフとの連携を円滑に進め､
その上で各種情報の収集･提供を行うことで
あった｡この点においては､村外および東京J
プロジェクトとの連携の下で､作成したニュー
スレター等を毎朝のミーティング時に配布説
明できたことで情報の共有ができた｡競技団
体へは､ビジョンボックス等を利用した配信
により情報の共有を行った｡さらに､競技会
場等への移動時やレストランにおいて競技団
体スタッフからヒアリングを行ない､出来る
限り要望に応えるよう努めた｡さらに､諸外
国の本部を訪問し交流を計ると共に､情報収
集を行った｡
二つ目は､村内における競技団体-のサー
ビスの充実であった｡今回特に重点を置いた
のは､インターネット環境の提供とビデオ録
画サービス等であった｡ビデオ録画について
は､情報戦略チームのオフィスでの対応に加
えて､組織委員会が用意した録画サービスに
ついてのアナウンスと組織委員会への交渉も
同時に行った｡これらのことから村内活動は､
大会期間中を通して日本選手団の機能向上に
不可欠であると考えられた｡
村外活動は､村内スタッフ､東京J､本部役
員等､そして他組織在外関係者との連携を円
滑に進め､その上で各種情報の収集･提供を
行うことが目的であった｡そこで､村内外ス
タッフが集まる場所を村外に設置し､現地情
報､大会情報を集約し加工して提供すること
は有効と考えられた｡また､東京Jと連携し､
村外拠点が中心的に編集を行ったニュースレ
ターは､多元的な情報に選手､コーチが触れ､
様々な情報が共有されることによる｢Team
Japan化｣をさらに促進させるコミュニケー
ションツールとして有効であったと思われた｡
東京Jプロジェクトでは､大会期間中に集中し
た情報収集体制を持つことによりライバル国
の選手強化に関する情報を収集でき､それが
どのように競技結果に反映されているかを分
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析する事ができた｡また､ライバル国の選手
強化に関する情報を蓄積､分析する事は､日
本の国際競技力向上のための方策を考える上
で有用であった｡大会期間中の情報支援は日
本代表選手団を多次元的な視点から支援する
活動として今後も重要な役割を果たすと考え
られた｡北京大会における活動から､東京Jの
存在なしに情報戦略活動を円滑に進めること
はできないことが改めて理解できた｡
6.最後に
第29回オリンピック競技大会(2008/北京)
において6回目を迎えた日本代表選手団での情
報戦略活動は､選手村内､選手村外､東京(東
京Jプロジェクト)にそれぞれ拠点を置いて活
動することにより､多次元からの情報戦略支
援が可能となり､日本代表選手団の機能の向
上に寄与したと考えられた｡
注1わが国の今後のスポーツのあり方につい
て明示した｢スポーツ振興基本計画｣の
中に謳われたオリンピックでのメダル
獲得率を倍増させるという数値目標を､
JOCとして達成するため､ JOCは具体的
国際競技力向上戟略として2001年4月
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｢JOC GOLD PLAN｣を策定し発表した｡
注2 JOC情報戦略部会が企画立案し､現場の
コーチとサポートスタッフを対象として
国内外の情報提供と参加者同士のディ
スカッションを中心に展開していく集ま
り｡
注3　国際総合競技大会時にJOCとJISS (情報
研究部)が共同で設置(国立スポーツ科
学センター内)し､各種情報の収集と分
析を行い現地のニーズに応えるバック
アップ体制｡さらに､大会時に現地情報
を多面的に国内に配信している｡
注4　平成20年度から平成23年度までの4年間､
国立スポーツ科学センターが文部科学省
より委託された事業である｡
注5　自民党スポーツ立国調査会等における
トップスポーツを国策化しようとするス
ポーツ政策の動き｡
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